
個別課題を世帯全

体の課題として把握

し、各専門機関との

調整・連携、近隣住

民の協力・支援を調

整しながら課題を抱

える世帯を地域で支

える援助を行う。

となり近所の世帯に対する

理解やちょっとした手助け、

支援があれば･･･

分野（高齢者、障がい

者、児童）ごとの支援だ

けでは複合的な世帯の課

題に対応が困難。

多職種、多機関が連携

し専門性を発揮しながら

チームアプローチによる

世帯支援が必要。

福祉分野以外の多機関による

生活支援サービスの実施

※ＮＰＯ法人、ボランティア、

各種民間企業による地域

貢献活動等

新たな社会資源活用

地域の福祉力を活用

した生活支援の調整

多機関・多職種によ

るケース会議実施

地域に暮らす住民相互の支え

合いの仕組みを構築するために、

住民と住民、住民と地域（環

境）に働きかける援助を行う。

（住民の互助・共助を高めるた

めの援助）

住民による小地域福祉活動の

実践に向けた支援・調整を行う。

□地域ケア会議

□地域生活支援会議

□福祉座談会・勉強会

□事例検討会

□地域福祉講演会

□福祉教育

個別課題の地域課題化

他人ごとではなく、

自分ごととしての意識醸成

無関から関心

共感に基づく自発性

➪住民主体の形成

➪住民主体の支え合い活動

➪住民による地域資源開発

見守り・声かけ

ゴミだし・掃除

買い物・移動

居場所づくり

多様な主体によ

る生活支援

NPO法人、ボラン

ティア、 企業

地域福祉部

福祉推進員
※地域福祉活動推進基礎組織

医療・福祉・行政専門職

地域住民

近隣住民 互助・共助

※福祉推進員（東郷）

地域（各自治会圏域）にある

社会福祉法人、企業・商店・事業所

NPO法人、福祉活動グループ・団体

地域に必要な生活支援体制

構築に向けて、専門性を発揮。

小地域福祉活動への参加

得意分野、各専門性の発揮

［相互に支え合う

住民意識の醸成］

地域住民が、

地域課題について…

➪知る場、気づく場

➪考える場、話す場

➪共有する場

➪選択・決定する場

➪動く場

➪分析・評価する場

➪仕組化する場

「他人事」➪「我が事」に

［地
域
住
民
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
生
活
支
援
の
開
発
・実
施
］

生活相談

複合的な課題を

抱える世帯

医療機関

地域包括支

援センター
福祉機関

行政機関

民生委員

児童委員

介護機関

教育機関

司法機関

雇用機関

区長

アウトリーチ

伴走型支援

□世帯

□世帯と専門職

□専門職と専門職

□専門職と住民

□世帯と近隣住民

…に働きかける援助

小地域福祉活動

実践の調整役

既存の地域活動

□高齢者クラブ

□いきいきサロン

□百歳体操

日常生活圏域
（６包括圏域）

各自治会単位世帯単位 自治会班単位
（隣近所）

地域生活支援

ネットワーク会議
※協議体（圏域）

［構成（仮）］

自治会代表者（区長）

福祉部代表
（地域福祉活動基礎組織代表）

医療・福祉・行政関係者

福祉活動団体・グループ

地域資源関係者等

地域福祉サポーター

日常生活圏域で、住民の

地域生活を支援するための

仕組み・方法について協議

し、共生型の支え合いの地

域づくりを推進する。

圏域における生活課題解

決ネットワーク構築。

関係ない福祉

やらされる福祉

押しつけられる福祉

あきらめる福祉

ではなく…

空気や水のような福祉が…

「誰もが誰かの力になる地域づくり」

日常生活圏域内の各地区にお

ける個別課題、地域課題の把握、

その解決にむけた取り組み（地

域実践・小地域福祉活動）につ

いての共有を図り、支援の仕組

みやプロセスを可視化する。

単位地区では解決が難しい生

活課題や広域の福祉課題につい

ては、行政や専門職を含め協議

を行い、解決に向けた取り組み

を行う。

第
３
期
（Ｈ
30
～
Ｈ
34
）

日
向
市
地
域
福
祉
計
画

［行政計画］

□総合計画

□高齢者福祉

□障害者福祉

□児童福祉

□生活困窮者支援

□医療・保健

□地域コミュニティ

医療・福祉・行政専門職

日向市全域（広域）

日向市全域での住民主体の地域福祉

活動を推進するための中核的な役割を

果たし、新たな課題解決ネットワーク

の構築や地域福祉活動実践のための地

域の基盤づくりを推進する。

□ボランティア・市民活動支援センター

□地域福祉コーディネーター連絡会

□地域福祉サポーター連絡会

□福祉教育、人財育成・組織化

□地域福祉情報周知・提供

□民生委員児童委員協議会事務局

□日向市社会福祉施設等連絡会事務局

□地域福祉活動拠点整備・調整

□地域福祉活動フォーラム

※行政、福祉・医療・介護等の

各専門分野＋多分野における

「我が事・丸ごと」の意識の醸成

※総合的な相談・生活支援体制

の構築・強化のための協議

□全世帯全対象型

地域包括支援体制構築推進

□多機関の協働による

包括的相談支援体制づくり

□地域の基盤整備・強化

地域福祉ネットワーク拡充

多機関・多分野ネットワーク構築

新たな社会資源開発

福祉団体、ボランティア団体、

市民活動団体等との連携・協働

ケースワーカー（相談支援員）７名

（日向市生活・相談支援センター心から４名、自立支援係スタッフ３名）
生活支援コーディネーター６名／コミュニティワーカー７名

地域福祉コーディネーター１９名（自立７名／地域５名／総務・財務７名）

コミュニティワーカー７名

（地域力強化推進コーディネーター２名）

地域住民の主体形成を促し

ながら、課題解決に向けた地

域の仕組みづくり、基盤づく

りのための援助を行う。

地域（住民）と組織・団体、

多様な社会資源の組織化を図

り、住民主体の地域福祉活動

を計画的に推進する。

地域福祉活動

実践の調整役

地域福祉活動計画作成

地域福祉活動計画実践

地域の組織化

ボランティア組織化

当事者の組織化

専門職の組織化

担い手の育成・組織化

～全世代・全対象型地域包括支援体制構築に向けた日向市社協活動実践２０２０～

福祉教育活動をとおして、地域の

主体性を育み、小地域における福

祉活動の実践、地域資源の開発を

進める。

コミュニティ・ソーシャルワーク （地域を基盤にしたソーシャルワーク） ※チームアプローチ

Ａ:個を地域で支える援助 ※個別支援機能 Ｂ:個を支える地域をつくる援助 ※地域生活支援機能 Ｃ:地域の基盤づくり ※地域支援機能

地域生活支援会議
※生活課題解決に向けた

プラットホーム会議

相談支援包括化推進会議
※多職種・多機関のネットワーク会議

［地域おける包括的な相談支援システム構築］

〇アウトリーチを含む包括的な相談対応と

世帯全体のニーズの総合的なアセスメント、

必要な支援のコーディネート

〇福祉のみならず、多機関・多分野に渡る

支援機関のネットワーク構築と、支援内容の調整

チームアプローチによる

総合的な相談支援を実施

区長、役員、班長

福祉部、各専門部等

民生委員児童委員等

日向市社会福祉協議会

理事会・評議員会等

圏域で相談を“丸ごと”受け止める

役割・機能を持った拠点・体制整備

☐地域包括支援センター

☐まちづくり協議会

☐コミュニティカフェ

☐相談支援ネットワーク整備

早期発見・早期対応

住民でなくてはできない

気づき➪つなげる仕組み

地域で生活相談を 「丸ごと」 受け止める
役割・機能を持った拠点整備・体制充実

地域を基盤とした個別支援ワーカーとして、支援する「個」に関連して、

地域に働きかけるコミュニティソーシャルワーカー。

個別支援と地域支援の中間領域を

支援するコミュニティソーシャルワーカー

地域生活支援を意識した地域支援を展開する

コミュニティソーシャルワーカー

［福祉以外の多分野の参画］

まちおこし、地域おこし、

農林水産、土木、防犯・防災

環境、交通、社会教育、

都市計画等々･･･

（行政とのパートナーシップ）

地域福祉推進会議

※協議体（市全域）

小地域福祉活動計画

アクションプラン

（日常生活圏域）

地域福祉活動計画

一人ひとりが主人公 （あらゆる生活課題への対応）
地域に暮らす住民一人ひとりが、その人らしい自立した生活をおくることが

できるように、地域生活課題を丸ごと受け止め、サポートする相談支援体制の

充実・強化を進めます。

日向市社協“ビジョン”（平成３０年度から令和２年度） 「一人ひとりが主人公、一人ひとりがサポーター」

一人ひとりがサポーター （地域のつながりの再構築）
地域に暮らす住民一人ひとりが、住民や地域生活に関心を持ち、暮らしの中にある

個別の生活課題を他人事ではなく我が事（自分事）として理解し、生活課題解決のために

自分たちにできることを考え、実行する住民相互のサポート体制づくりを進めます。

その人らしい生活を、地域で支えていくこと

そのために、地域の支え合い（福祉力）を活用すること

その人らしい生活を地域で支えるために、地域の支え合いの力（福祉力）を高めること

そのために、課題解決のためのネットワークや仕組みをつくること

ネットワークや仕組みをつくるために、

地域福祉の基盤を強化すること


